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12月の行事予定

１日(月) 保健指導[こ]／個人懇談②
附小交流[お]

２日(火) 保健指導[つ]／個人懇談③
３日(水) 保健指導[お]／個人懇談④
４日(木) 個人懇談⑤
５日(金) 個人懇談⑥
７日(日) 令和８年度入園選考
８日(月) 振替休業日
９日(火) 合格発表・合格手続き
10日(水) 卒園・進級写真撮影
11日(木) 誕生会
12日(金) 収穫パーティー
15日(月) 英語であそぼう⑦
16日(火) 木工体験[お]
19日(金) 午前保育※のびのびお休み

第２学期終業式／ものがたり配付
☆ 冬季休業 12月20日(土)～１月18日(日) ☆
22日(月) 冬休みのびのび①
23日(火) 冬休みのびのび②
24日(水) 冬休みのびのび③
25日(木) 冬休みのびのび④
26日(金) 冬休みのびのび⑤
29日(月) 年末休暇（園閉鎖）
30日(火) 年末休暇（園閉鎖）
31日(水) 年末休暇（園閉鎖）

1980年代中頃。大学生北山は、旭川市民文化会

館でアルバイトをしていました。ここを会場に開

催される歌い手さんのコンサート。そのステージ

設営・撤収、会場警備等をするのです。ほぼ一日

働いて、お給料は…確か８千円程度。公演中は、

ステージに背を向けての警備。とはいえ、お給料

をいただいたうえに、人気歌手の歌声を生で聞く

ことができるのですから、かなりお得でした。

◇郷 ひろみ さん。(1955年生まれ)

曲の合間のＭＣ。ひろみさんが言うのです。

「今日のコーディネートは、あの非常口です。」

ひろみさんが脚を上げると、キラキラの衣装の

ズボンの裾から、緑色の靴下が見えました。

ひろみさんは、会場奥で緑色に光る非常口と、

自分の緑色の靴下をかわるがわる指さし、うふっ

と笑います。客席の９割を占める若い女性たちか

ら大歓声が上がりました。それが止みません。

◇松任谷 由実 さん。(1954年生まれ)

ユーミンさんのステージは超豪華。バイトの学

生たちによるステージ設営作業は大変でした。

①ステージの上にステージを作る。(えっ！)

②その上にエスカレーターを３台作る。(ムリ！)

分厚くて重い特大アクリル板を何枚も運びまし

た。へとへとです。もう勘弁してください…。

苦労して運んだアクリル板の下で七色の電飾が

点滅し始め、エスカレーターに乗ってユーミンさ

んが降りてくると、観客も北山も大興奮です。

◇発表会。

郷さんも松任谷さんも、それが仕事とはいえ、

カメラや観客の前で自分を表現するのは、間違い

なく［快感］でしょう。だから、長く続けられる

のだと思います。今もご活躍中です。そして、見

せたい(見てほしい)、聞かせたい(聞いてほしい)、

表現は楽しい！と思うのは、郷さんも松任谷さん

も、本園の子供たちも同じだと思います。

子供たちは、心の中に思い描くイメージをさま

ざまに表現します。ままごとの道具から家族ごっ

こが始まったり、絵本の読み聞かせのあとで登場

人物の真似をしたり、ラップの芯を持つだけで、

あこがれのヒーローになりきったり。そこに、音

楽や衣装、楽器が加わると、もう楽しくて楽しく

て仕方ありません。そばには、見守り認めてくれ

る教師がいて、イメージを共有する友達がいます。

一緒に相談して役割を決めたりストーリーを作り

上げたりします。このような楽しみが、発表会へ

とつながっていきました。市民文化会館よりはず

っとコンパクトな本園遊戯室ですが、たくさんの

お客さんが自分を見てくれていますので、気分も

アゲアゲです。ステージの上で子供たちは、表現

することの楽しさ、友達と一緒に活動することの

楽しさを存分に味わいました。

保護者・ご家族の皆様からたくさんのご声援と

拍手をいただきました。心からお礼申し上げます。

（ 園長：北 山 雅 章 ）


